
森
田
守

京
都
の
長
い
歴
史
の
中
で
育
ま
れ
て
き

た
貴
重
な
財
産
の
中
に
は
、
歴
史
上
、
学

術
上
ま
た
は
芸
術
上
、
価
値
が
高
い
も
の

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が

数
多
く
あ
る
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

例
え
ば
、
市
内
に
数
多
く
あ
る
神
輿
の

修
復
に
は
多
額
の
経
費
が
必
要
で
す
が
、

ほ
と
ん
ど
が
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
修
理
改
修
に
か
か
る
補
助
が
受

け
ら
れ
ず
、
老
朽
化
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
各
地
域
の

人
々
が
脈
々
と
歴
史
を
紡
い
で
き
た
財
産

の
保
存
継
承
に
向
け
た
支
援
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

令
和
７
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
こ
う

し
た
状
況
を
踏
ま
え
て
文
化
財
を
次
世
代

へ
確
実
に
継
承
す
る
た
め
、
保
存
と
活
用

の
更
な
る
好
循
環
の
創
出
を
図
っ
て
い
く

た
め
の
予
算
等
を
増
額
し
た
と
こ
ろ
か
と

思
い
ま
す
が
、
今
後
、
貴
重
な
文
化
財
を

ど
の
よ
う
に
守
り
、
活
用
し
て
い
く
の
か
、

今
後
の
展
望
を
お
伺
い
し
ま
す
。

松
井
市
長

今
年
度
は
、
大
規
模
修
理
や
耐
震
化
に

の
移
転
な
ど
の
課
題
や
、
京
北
地
域
の
未

来
に
つ
い
て
、
地
域
の
方
々
が
希
望
や
期

待
を
持
て
る
よ
う
、
今
後
ど
の
よ
う
な
活

性
化
策
を
講
じ
て
い
か
れ
る
の
か
、
市
長

の
ご
所
見
を
伺
い
ま
す
。

松
井
市
長

京
北
地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
地
元
有

志
に
よ
り
「
京
北
観
光
連
絡
会
」
が
、
令

和
５
年
度
に
発
足
す
る
な
ど
、
産
業
・
経

済
・
文
化
の
発
展
に
向
け
た
新
し
い
取
り

組
み
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

今
年
度
は
さ
ら
に
、
右
京
区
社
会
福
祉

協
議
会
京
北
事
務
所
を
京
北
出
張
所
内
に

移
転
す
る
と
と
も
に
、
出
張
所
が
地
域
に

お
け
る
結
節
点
と
し
て
の
役
割
を
一
層

担
っ
て
い
く
べ
く
、
地
域
住
民
と
の
つ
な

が
り
・
支
え
合
い
の
場
の
創
出
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

あ
わ
せ
て
、
地
域
医
療
を
、
将
来
に
わ

た
っ
て
支
え
て
い
く
た
め
、
現
在
、
そ
の

中
核
と
な
る
京
北
病
院
の
機
能
の
あ
り
方

を
議
論
し
て
お
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

導
入
や
地
域
の
福
祉
施
設
と
の
連
携
強
化

な
ど
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

引
き
続
き
、
高
齢
化
等
の
地
域
課
題
に

し
っ
か
り
向
き
合
う
と
と
も
に
、
令
和
８

年
度
末
で
期
限
を
迎
え
る
過
疎
債
も
最
大

限
活
用
し
、
関
係
人
口
の
創
出
や
移
住
促

進
の
取
組
な
ど
、
京
北
地
域
の
活
性
化
に

向
け
た
取
組
を
力
強
く
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

も
対
応
で
き
る
よ
う
、
文
化
財
修
理
に
係

る
予
算
を
大
幅
に
拡
充
す
る
と
同
時
に
、

所
有
者
の
負
担
軽
減
に
向
け
、
検
討
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

企
業
や
個
人
の
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
を

財
源
と
し
て
文
化
財
保
護
事
業
へ
の
支
援

行
う
「Art

s Aid 
K
YOTO

」
の
更
な
る
利

用
促
進
や
、
文
化
財
の
価
値
発
信
を
通
じ

た
支
援
者
の
裾
野
拡
大
な
ど
に
も
注
力
し

つ
つ
、
文
化
都
市
・
京
都
と
し
て
文
化
財

の
保
存
と
活
用
の
好
循
環
の
創
出
に
向
け

一
層
の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

森
田
守

こ
の
２
０
年
間
で
、
京
北
地
域
の
人
口

は
、
６
３
０
０
人
か
ら
４
３
０
０
人
に
減

少
、
高
齢
化
率
は
３
４
．
０
％
か
ら
、
４

８
．
４
％
と
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
林
業
も
、
長
い
低
迷
が
続
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
我
が
会
派
が
要
望
し
て
き

た
右
京
区
社
会
福
祉
協
議
会
京
北
事
務
所

新
京都戦略
始動

京都市会議員森田守活動報告
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京都と子どもたちの明るい未来を守る
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化



京
都
市
の
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

は
、
９
，
５
７
５
億
円
と
コ
ロ
ナ
禍
に
編

成
し
た
令
和
３
年
度
予
算
に
次
ぐ
、
過
去

２
番
目
の
規
模
と
な
り
ま
し
た
。
一
時
期

危
機
的
な
経
営
状
況
と
な
っ
た
京
都
市
財

政
で
す
が
、
堅
調
な
市
税
収
入
に
も
支
え

ら
れ
、
３
年
連
続
で
収
支
均
衡
を
達
成
、

計
画
外
に
取
り
崩
し
て
い
た
公
債
償
還
基

金
（
将
来
の
借
金
返
済
の
た
め
に
積
み
立

て
た
お
金
）
に
つ
い
て
も
計
画
通
り
に
返

済
が
進
ん
で
い
ま
す
。

観
光
客
の
増
加
に
伴
う
課
題
の
解
決
に

向
け
、
来
年
３
月
か
ら
宿
泊
税
の
上
限
を

引
き
上
げ
る
こ
と
を
は
じ
め
、
市
バ
ス
等

の
市
民
優
先
価
格
へ
の
挑
戦
、
市
バ
ス
の

混
雑
対
策
、
ま
た
京
都
駅
の
混
雑
解
消
や

手
ぶ
ら
観
光
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
人
口
減
少
、
特
に
子
育
て
世

帯
の
市
外
へ
の
流
出
を
防
ぐ
た
め
に
、
第

２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
、
子
育
て
世

帯
を
対
象
に
、
中
古
住
宅
を
購
入
し
リ

フ
ォ
ー
ム
す
る
場
合
の
奨
励
金
を
計
上
し

て
い
ま
す
。
松
井
市
長
が
掲
げ
る
「
突
き

抜
け
る
世
界
都
市
京
都
」
の
実
現
に
向
け
、

私
も
、
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

阪
急
西
院
駅
は
、
１
日
の
乗
降
客
数
が

約
４
万
人
に
の
ぼ
り
、
朝
夕
の
通
学
・
通

勤
時
間
帯
に
は
、
多
く
の
人
の
往
来
が
あ

り
ま
す
が
、
一
方
で
駅
前
広
場
等
が
な
く
、

バ
ス
停
や
歩
道
の
混
雑
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

今
年
度
京
都
市
で
は
、
西
大
路
通
〜
東

春
日
通
間
の
南
側
歩
道
に
お
い
て
拡
幅
工

事
を
計
画
し
て
お
り
、
更
な
る
歩
行
空
間

の
確
保
。
バ
ス
待
ち
環
境
の
向
上
が
図
ら

れ
ま
す
。
東
春
日
通
〜
春
日
通
間
の
歩
道

環
境
整
備
は
来
年
度
以
降
に
実
施
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

太
秦
小
学
校
の
東
側
の
一
般
府
道
太
秦

上
桂
線
で
は
、
太
秦
小
学
校
の
体
育
館
新

築
工
事
に
合
わ
せ
て
、
太
秦
学
区
か
ら
歩

道
の
新
設
要
望
が
出
さ
れ
、
教
育
委
員
会

が
敷
地
を
提
供
し
、
平
成
３
０
年
度
に
、

建
設
局
が
小
学
校
前
の
区
間
に
お
い
て
歩

道
整
備
工
事
を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
歩
道
の
北
端
部
分
は
、
約
３
０
ｍ

の
区
間
に
お
い
て
、
歩
道
が
途
切
れ
て
お

り
、
歩
行
者
に
と
っ
て
危
険
な
状
態
が
続

い
て
い
ま
す
。
歩
道
の
延
長
整
備
が
実
現

す
れ
ば
、
太
秦
小
学
校
の
北
側
道
路
と
つ

な
が
り
、
よ
り
安
心
・
安
全
に
地
域
の
子

ど
も
た
ち
や
地
元
の
方
々
が
通
行
で
き
る

こ
と
か
ら
粘
り
強
く
要
望
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
度
、
実
現
に
向
け
た
第
一
歩
と

し
て
、
測
量
作
業
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

。

昭和50年 6月15日生まれ

平成10年 同志社大学法学部法律学科卒業

平成10年 (株)セブン-イレブン•ジャパン

平成16年 二之湯智参議院議員秘書

平成27年 京都市会議員初当選(現在3期目)

現在 予算・決算特別委員会委員長

都市計画審議会委員

家族 妻・娘3人・息子2人・猫3匹

趣味 キャンプ・スキー・マラソン
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森田守 プロフィール

〒615-0027

京都市右京区西院西三蔵町9-1

Connect西院2F

T&F 075-313-0023

M moritamamoru.kyoto@icloud.com

Homepage Facebook X Instagram

京都市会議員 森田守 事務所
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